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研究成果の概要（和文）：ピクトリアリズムの再吟味によって、それが多層的な運動であり、様々

な要素から形成されていることが明白になった。その一つの要素が、たとえばストレートフォ

トグラフィーに依るスティーグリッツの写真行為と深く関わっていることは確かであるにして

も、この運動が、たとえば、F・H・デイの写真行為のような別の系、可能性を内包していたこ

とも明白にされた。彼の印画形成のポエティクスに対する分析は、他のピクトリアリストの写

真行為の再考を要請するが、より重要なことは、近代の視覚体制の危機に関する新しい研究の

可能性が開かれたことである。 

 

 
研究成果の概要（英文）：Reexamination of pictorialism shows that it was a multi-layered 

movement composed of various strands. Certainly, it cannot be denied that one important 

strand was deeply connected with Alfred Stieglitz’s photographic act based on straight 

photography, but our research project has successfully proved that the movement implied 

alternative strands or possibilities, F. H. Day’s photographic act, for instance. The analysis 

of his image-making poetics urges us to reconsider other pictorialists’ photographic acts 

afresh. More importantly, it has also opened up new vistas for research into the crisis of 

modern visuality. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

ピクトリアリズムは、２１世紀に入っても、
自立的なメディアとして写真が認知される

に至るまでの、１９世紀的な芸術観、とりわ
けそれをもっとも忠実に体現する絵画観に
支配された運動であるという見方が教科書
的な写真史において採用され、標準的言説と
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して流布されてきた。この標準言説は、アメ
リカ写真史の場合、スティーグリッツが中心
となって展開した写真の芸術化の物語とし
て強固に確立されてきた。それは、まず、ピ
クトリアリズムに先行する写真を絵画へと
接近させる印画形成から、P.H.エマソンによ
る「自然主義的写真」の影響下に写真メディ
アの自立性確立の萌芽期を経て、本格的な写
真メディアの自立へと向かう物語である。こ
の物語によれば、『カメラ・ノーツ』から『カ
メラ・ワーク』初期へと、ピクトリアリズム
運動は写真のメディアとしての自立性を追
求するが、それはなお不十分なものであった
とされる。決定的革新は、スティーグリッツ
によってもたらされた。それは、彼の運営す
るギャラリー〈２９１〉と『カメラ・ワーク』
誌上における当時最新のヨーロッパの芸術
運動の紹介に触発される形で、大陸における
絵画、彫刻メディアの自立化を写真において
も実現しようとするものであった。１９世紀
美学に掣肘された絵画随伴的写真運動とし
てのピクトリアリズムの段階が突破されて、
絵画の自立化と呼応して写真の自立化は進
展し、１９１７年の『カメラ・ワーク』合併
最終号におけるポール・ストランドのモダニ
ズム的写真の掲載をもって自立化は一つの
区切りへと辿りついたとされるのである。こ
のような標準的なアメリカ写真史が展開し
て見せるピクトリアリズム言説はヨーロッ
パにおけるピクトリアリズムについて必ず
しも妥当するものではないが、おおむねアメ
リカ写真史を座標軸として読み取る行為が、
とりわけ我が国においては基本的な所作と
して浸透してきた。しかし、２００５年のレ
ンヌにおける「ヨーロッパにおけるピクトリ
アリズム１８８８－１９１８」展は、アメリ
カ写真史に準拠してヨーロッパでの事態の
進行を読み取ることに対する伏在した異論
が一つのまとまりとして現出したものと受
けとめるべきものであった。アメリカ写真史
の標準言説を問いに付することはもちろん
本研究の開始をもって始まったわけではく、
それに先行して個別的な作業は遂行されて
きた。たとえば、ホランド・デイの研究はス
ティーグリッツ一辺倒のアメリカ写真史に
挑戦するものであるが、その挑戦の深度をな
お深める必要がある状況であった。 

また、ピクトリアリズムは、写真史という狭
い枠内でのみ考察されてきたが、領域横断的
な言説空間にピクトリアリズム配置し、特に
それと密接にかかわる芸術言説全体と関連
付け、さらに芸術言説そのものを支えている
当代のエピステーメーまで巻き込んだこの
運動についての議論はいまだ十分に手が付
けられていなかった（なお、本報告の時点に
おいても多くの課題が残っている）。 

 

２． 研究の目的 

 

(1)上記した研究開始当初の背景にも示した
ように、１９世紀末から２０世紀初頭に及ぶ
ピクトリアリズムは、写真メディアがモダニ
ズムの下でアートとして自立する過程にお
ける最後の位相と見られてきた。モダニズム
写真の創設者とされるスティーグリッツは
それがメディアの自立化に貢献した事実を
十分理解していたが、彼の断片的な言説は、
ボーモント･ニューホールのストレートフォ
トグラフィーを称揚するモダニズム的言説
に圧倒され、ピクトリアリズムはメディアの
自立化を自覚しそこなった運動、当代の絵画
コードに掣肘された写真運動として否定的
に評価されてきた。本研究は、１９９４年に
プリンストン大学で開催された展覧会 「絵
画的効果と自然主義的視覚」における H.P.

ロビンソンと P.H.エマソンの写真言説の再
考が示唆するストレートフォトグラフィー
に収斂しえない、非モダニズム写真的伏線の
存在を追求する。また、２００５年に開催さ
れたフランスのレンヌでピクトリアリズム
の大陸横断的な展開の総括を試みる展覧会
「ヨーロッパにおけるピクトリアリズム １
８８８－１９１８」をも参照して、ストレー
トフォトグラフィーへの進化という視角を
離れてピクトリアリズムの自立的位相の再
考を試みる。簡潔にまとめれば、本研究の第
一の目的は、モダニズム写真という結果に対
する原因追究の対象としてピクトリアリズ
ムを考えず、進化論的思考を離れてピクトリ
アリズムの具体相に踏み入ろうとすること
である。 

(2)遠近法によって潜在的に誕生した視覚の
camera obscura model（以下 CO モデル）が、
身体を介入させない描画装置としての写真
装置（camera obscura）へと具体化すること
で、このモデルが抱え込む問題が１８３９年
のダゲールによる写真発明／発見の公表後、
一挙に顕在化した。すなわち camera obscura 

が「写真機」として一種の擬似的オートマト
ンの形で実現したことで、近代の視覚体制そ
のものが CO モデル共々問いに付されたと考
えられる。このような視座のもとに、ピクト
リアリズムについて、言説と作品のテクスト
分析を遂行し、従来の写真史を越えたコンテ
クストにおいて、つまり、１９世紀の視覚を
めぐる議論の総体とそれと密接に関わる絵
画をめぐる思考から、ピクトリアリズムを照
射し、近代的視覚体制の危機との関連でこの
運動が内包した本質的問題とそれが抱懐し
たモダニズムとは異なる視覚についての思
考の可能性を探ろうとするものである。 

(3)ピクトリアリズムの総括的研究へ至る過
程で、まず、①ジョナサン・クレーリーが『観
察者の技法（Techniques of the Observer）』 



 

 

で展開した議論について、描画装置の史的な
包括研究である アン・フリードバーグの『ヴ
ァ ー チ ャ ル ・ ウ イ ン ド ウ (The Virtual 
Window)』などの成果をも踏まえて、ヘルム
ホルツ、マッハやそれと関連する生理学的視
覚論に目配りしつつ徹底した検証を行う。②
１８３９年以降の写真言説の展開を徹底的
に解明し、個別の言説の分析に終始するので
はなく、言説間の関係性に十分注目して、言
説空間の構造性を見極める。こうした言説の
研究を土台にして１９世紀写真言説集成を
まとめる。すでに各国語でも１９世紀の主要
な写真言説の集成が公刊されているが、一次
資料の断片集成の感があり、より深く一次資
料にあたり、当代の言説空間を踏まえた写真
言説の集成を作成する。 

③以上二つの基礎的な考察を踏まえつつ絵
画論が CO モデルの抱懐する問題との関連
においてどのように変動展開したかを考察
する。写真に軸足をおいた絵画論の考察とと
もに、絵画の側から写真を視界におさめて絵
画論の展開を跡付ける必要がある。 

さらに、④ピクトリアリズムという運動はこ
れまでアメリカ、イギリス、フランス、ドイ
ツについてしか目に見える考察がなされて
こなかった。しかし、すでに言及したレンヌ
でのヨーロッパにおけるピクトリアリズム
の展開を総括する展覧会に認められるよう
に、スペイン、イタリアからロシアまでをも
含む運動でもあったわけで、ピクトリアリズ
ムは、各国において独自の現れ方をしている
ことも否めない。いわば、ピクトリアリズム
のマクロ分析に対してミクロ分析とも言え
るが、各国、各写真家における展開のなかで
特筆すべきものを可能な限り追及し、これま
で詳らかにされてこなかった運動の局面に
光をあてる。 

 

３． 研究の方法 

 

(1)国内での研究 
①文献の研究(a.～d.)と②国内におけるピ
クトリアリズム作品の所蔵機関における作
品研究(e.)。 
 
具体的には以下の通り。 
a.１８世紀末から１９世紀後半までに及ぶ
視覚にかかわる議論をクレーリー等の研究
内容について徹底的に検証した。加えて、新
しく提出されている当代に関わる視覚、視覚
装置についての研究成果を精査した。 
b.第一段階として、H.P.Robinson の言説分
析を包括的に行う。画家志望の Robinson が
置かれた場における芸術に関わる言説空間
を精査するためには、ヴィクトリア朝のアー
トワールドに関わる解読作業が不可欠であ
る。ラスキン、ラファエル前派などを視野に

入れ、絵画論に関わる資料の言説分析を行っ
た。第二段階として、P.H.Emerson の言説分
析をピクトリアリズム全体の生成という文
脈の中で読み直した。さらに、H.P.Robinson
との写真論論争を、言説上の分析を超えて、
それぞれがイギリスの写真シーンのなかで
果たしていた役割を含めコンテクストから
読み直す。そのためには、イギリスにおける
写真雑誌での写真論に相当する言説などを
精査した。 
c.写真関連のマイクロフィルムによるデー
タベース（History of Photography）によっ
て、ピクトリアリズム運動に先行する時期の
写真雑誌の記事を精査した。これを含めて、
既存の写真言説集成をナヴィゲーターとし
つつ、ピクトリアリズムに先行する時期につ
いて、可能な限りオリジナル文献に遡及して
精査した。具体的には、アメリカにおけるピ
クトリアリズムの展開を、『カメラ・ノーツ』
を基準としつつも、まだ十分に検討を加えら
れていない、他の写真雑誌の分析によって重
層的な解明を試みた。各地の写真団体の活動
内容などをその機関紙などによって分析し
た。次にアメリカの外に眼を転じて、フラン
ス、ドイツでのピクトリアリズムの展開を、
Demacy や Kühn などを軸として研究した。こ
の座標軸から、Paris Photo Club やウイー
ン分離派の活動の全体像の検討を試みた。さ
らに、イタリア、またスペインにおけるピク
トリアリズムの浸透を可能な限り分析した。 
d.先行研究については、研究雑誌(History of 
Photography, Fotogeschichte, études 
photographiques)と書籍、ならびに欧米での
博士・修士論文を収集し精査した。 
e.作品研究については、国内の美術館等に所
蔵されているピクトリアリズム作品を研究
する。ピクトリアリズムを体現する国内所蔵
作品は相当数に上ると思われるので可能な
限り実見する。 
 
(2)国外での研究 
①国外でしか閲覧可能でない文献等の資料
の研究(a.)と②同じく国外でしか閲覧可能
でない文献、作品の研究(b.)。 
 
具体的には以下の通り。 
a. 国内での文献研究の限界を総括的にサポ
ートするものとして、パリの Maison 
européenne de la photographie での資料研
究を、ピクトリアリズム盛期に焦点を絞って
調査した。また、アメリカを含めてヨーロッ
パに関するピクトリアリズム盛期の文献所
蔵では、ボストン市立図書館、ニューヨーク
市立図書館、大英図書館で調査した。 
b.作品研究 
Barth の Royal Photographic Society、ロン
ドンの Royal Albert Museum での調査。パリ



 

 

では Maison européenne de la photographie
で調査。さらに、フィレンツェの Il Museo di 
Storia della Fotografia Fratelli Alinari 
で資料調査を行った。 
 
４． 研究成果 

 
(1) ピクトリアリズムの多層性の確認： 
ヨーロッパにおけるピクトリアリズム
の文献調査、作品調査と並行して、アメ
リカにおけるピクトリアリズムの展開
においてスティーグリッツと対立した
Ｆ・Ｈ・デイの写真行為を研究すること
で、デイのピクトリアリズム的写真行為
が、スティーグリッツが放棄したピクト
リアリズムとは異なるものであること
を明確にした。その結果、アメリカ写真
史あるいは大きくは写真史の一階梯と
してのピクトリアリズムという見方に
大きな亀裂を入れるとともに、ピクトリ
アリズムが複数の系を抱え込む運動で
あることが明白になった。同時に、ステ
ィーグリッツ、デイが単純に異なる位相
に配置されるわけでもなく、両者の写真
行為（ここでは展示、提示行為なども含
めて考えている）に通底するフレームが
存在することも明らかになった。 
(2)ピクトリアリズムと近代視覚体制の
関係：  

①制作行為の根底に前提された近代的視覚
体制の脱構築―自己言及性を孕んだ制作行
為としてのデイの写真： 

スティーグリッツが近代科学的言説の空間
からその写真行為へと展開したのに対して
デイは、イギリスロマン主義の芸術思潮に加
えて、それと密接な関係にあるアメリカにお
ける Arts & Crafts Movement の開く言説空
間から独自の写真行為へと参入した。スティ
ーグリッツがその写真行為を近代科学的の
手法によって実験的に遂行し、その限りで
P.H.エマソンの自然主義的写真に依拠する線
上にあるのに対して、デイはもう一人の R.W.

エマソン（両者奇しくも親戚関係にある）の
アメリカ的「ロマン主義」の線上に位置する。
この限りでは、アーツ＆クラフツ運動のイデ
オロギー的性格を見落とした場合、進歩と停
滞が簡単にスティーグリッツ、デイへと割り
振られかねない。しかし、デイの自らを被写
体とする演出的写真行為は、近代的視覚体制
の形而上学的根底を結果的にある意味継承
して、それを強化する側面をもつスティーグ
リッツの写真行為の「停滞性」と対照的に、
自らの行為の言説化には到達しなかったが、
近代的視覚体制を揺るがすものであった。 

②制作行為の根底に前提された近代的視覚
体制の脱構築―制作主体とカメラの問題圏： 

当然ながらピクトリアリズムそのものを可

能にしたものはまさしく写真機であるが、総
じて写真に関わる議論は、カメラが１９世紀
の写真言説、また本研究のターゲットである
ピクトリアリズムの言説編成の中でどのよ
うに機能しているのかを十分に問題化して
こなかった。写真機という装置が撮影主体と
どのような関係を取り結ぶのか、また主体そ
のものの根底になにがしか関わるような次
元を切り開くのかという問いは、本研究の遂
行過程で遭遇したデイの自己演出型写真行
為における作品に対する制作者の透明化の
蹉跌によって俄然具体的な問題になったと
言える。 
 
以上のように本研究はＦ・Ｈ・デイの写真行
為を既存研究を越えて検討することを梃に、
ピクトリアリズムの既存の評価を改新する
明確な橋頭堡を確立したと思われる。近代的
視覚体制という今なお我々が引きずってい
る問題圏と取り組むうえで、ピクトリアリズ
ムならびにそれと連接する諸写真行為のさ
らなる検証が不可欠であり、その際、特に写
真機という回避されてきたトポスに切り込
む作業を忘れてはならないことも併せて提
示できたと考える。研究成果については、活
字化したもの、対談や口頭で発表したもの、
また翻訳において関係する内容を紹介する
などして公開に努めているが、なお不十分で
あり、今後ともいっそうの公然化に努める。 
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